
番受験番号 第

物 理 301 そ の 3

第 3間 図 ]のように,断面積∫の断熱容器に断熱性のなめらかなどス トンをはめ,

自然長 loのばねを取り付ける｡ピス トンの左側は単原子理想気体 Aが封入されて気

隻だばね-洩iピス トン

密に保たれ,ヒーターで気体 Aを加熱することができる｡右側は大気 Bと接してお

り,大気圧はpoであるC最初,気体 Aの圧力は大気圧と等しく,ばねの長さは 2lo

でピス トンはストッパーに接して止まっていた｡ばね,ヒーター,ス トッパ-の体積

と熱容量は無視できる｡気体定数をβ,ばね定数は温度によらず一定として,次の

問いに答えよ｡

〔1〕 ヒーターのスイッチを入れて気体 Aを加熱したところ,気体の圧力が 290になったと

きピス トンが動き始めた｡図 2は気体の圧力少と体積 γのグラフで,この過程 Ⅰにおけ

S⊇タ=
S2P｡ 
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〔2〕 さらに気体 Aを加熱し続けるとピス トンがゆっくり移動し,ばねの長さが 3loとなった時に加熱を止めたoこの時,気体 

Aの圧力は 3少｡であった｡以下,ピス トンが動き始めてから加熱を止めるまでの間の過程Ⅱについて考える｡

間 2 ピス トンに働く力のつりあいの式から,気体 Aの圧力pとばねの長さJの間に成り立つ関係式を求めよ｡また,過程 

IIにおける気体 Aの圧力i'と体積 V(-lS)の関係を図 2に実線で示せ｡
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間 3 過程 Ⅱにおいて気体 Aがした仕事を求めよ｡

〔式と計算‥ そ 図 の 細 の銅 長持 茸ね
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問 5 過程Ⅲにおいてと一夕一により気体 Aに加えられた熱量を求めよD
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